
福島県感染症対策課よりＨＰＶワクチンのお知らせです。 

 

ＨＰＶワクチンを無料（公費）で接種できるのは 

小学校６年生から高校１年生まで 

この機会を逃すと、接種を受けるには最大１０万円程度の自己負担がかかります 

 

⚫ ＨＰＶワクチンについて 

子宮頸がんをおこしやすい種類のＨＰＶの感染を防ぐことができます。 

これにより、子宮頸がんの原因の８０～９０％を防ぎます。（※） 

  

≪ＨＰＶワクチン ３０秒ショート動画≫ 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 公費対象者（無料でＨＰＶワクチンが受けられる対象者） 

小学校６年生から高校１年生相当の女子 

 

⚫ 接種回数及びスケジュール 

ＨＰＶワクチンは、一定の間隔をあけて、２回または３回接種します。 

  初回接種が１５歳未満であれば２回の接種で完了することができます。（※） 

 

⚫ 接種方法など、ＨＰＶワクチンについてくわしく知りたい方は、福島県ホームぺージ

をご覧ください。 

 

 

 

 

 

（※）接種するワクチンの種類が９価ＨＰＶワクチンの場合 

←動画はこちらから 

←ホームページはこちらから 


